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学長を囲んで・・・語る

四
月
一
日（
火
）

■
医
療
福
祉
教
養
講
座
①

　

医
療
福
祉
教
養

講
座
は
、
医
療
・
福

祉
・
保
育
に
お
け
る

幅
広
い
共
通
知
識
を

学
ぶ
た
め
に
開
講
さ

れ
た
講
座
で
す
。

　

一
回
目
の
講
座
で
は
、
川
崎
学
園
創
設
か
ら
今
日
ま
で
の
歴
史
を

ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
し
て
、
創

設
者
で
あ
る
川
﨑
祐
宣
前
理
事
長
（
一
九
〇
四
〜
一
九
九
六
）
の
設

立
へ
の
思
い
や
、
川
崎
学
園
の
歴
史
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
崎
学
園
の
中
で
も
川
崎
医
療
短
期
大
学
独
自
の
「
人
を
つ

く
る
」
「
体
を
つ
く
る
」
「
深
い
専
門
的
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け

る
」
と
い
う
建
学
の
理
念
に
基
づ
い
た
本
学
の
教
育
方
針
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

■
学
歌
指
導

　

「
自
分
の
母
校
と
な
る
こ
の
大
学
の
学
歌
は
ぜ
ひ
覚
え
て
ほ
し

い
。
入
学
式
の
学
歌
斉
唱
で
は
、
全
員
一
緒
に
大
き
な
声
で
歌
え
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」。
そ
の
よ
う
な
願
い
か
ら
、
今
回
初
め
て
学

歌
の
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
歌
指
導
で
は
、
し
っ
か
り
と
歌
う
た
め
に
重
要
な
歌
詞
の

意
味
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
学
の
学
歌
の
歌
詞
は
岡

山
県
赤
磐
市
出
身
の
女
流
詩
人
で
あ
り
、
数
々
の
賞
に
も
輝
い
て
い

■ 入学式前オリエンテーションの日程
月日（曜日） ■ 主な行事

４月１日（火）
■ 医療福祉教養講座①
■ 学歌指導
■ 庶務課・教務課ガイダンス

４月２日（水）

■ キャンパスライフ・学生相談について
■ 医療福祉教養講座②
■ プレースメントテスト
■ 各学科オリエンテーション

４月３日（木） ■ 健康診断
■ 各学科オリエンテーション

４月４日（金） ■ 医療福祉教養講座③
■ 共通講義紹介授業

４月７日（月）

■ 入学式
■ 協助会総会
■ 部活動・同好会の紹介
■ 保護者相談会（キャンパスランチ）

スクリーンの人物は
川﨑祐宣前理事長

作詞の経緯や歌詞の意味を学習中

在学生と教員による歌唱指導

　入学式後の円滑な学生生活と授業導入を目的に、４月１日（火）

から７日（月）まで、入学予定の新入生に対してオリエンテーション

が行われました。今回は、「学歌指導」「コミュニケーションオリエ

ンテーリング」「キャンパスランチ」が新たに実施されました。この

オリエンテーションを通して、｢戸惑いや緊張｣が｢入学への期待｣に

変わる様子を新入生の表情から、うかがい知ることができました。

　今回の特集では、入学式前オリエンテーションで開催された行事

の内容と、その時の新入生の様子をご紹介します。

　 特 集　 特 集

臨床検査科の新入生
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学長を囲んで・・・語る

る
永
瀬
清
子
（
一
九
〇
六
〜
一
九
九
五
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で

は
、
永
瀬
清
子
が
本
学
の
学
歌
を
作
詞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
や
歌

詞
の
意
味
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療
保
育
科
の
教

員
と
、
在
学
生
の
有
志
に
よ
る
歌
唱
指
導
が
熱
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
広
報
誌｢
若
き
い
の
ち｣

も
学
歌
の
タ
イ
ト
ル
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

■
庶
務
課
・
教
務
課
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

本
学
で
の
学
生
生
活

を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
よ
り
快
適
に
過
ご

し
て
も
ら
う
た
め
、
事

務
部
が
行
っ
て
い
る
業

務
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
庶
務
課
か
ら
は
、
在
学
証
明
書
、
学
生

証
、
学
割
等
の
発
行
、
学
費
、
奨
学
金
、
学
生
保
険
、
福
利
厚
生
及

び
健
康
管
理
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
務
部
長

の
下
田
健
治
先
生
か
ら
平
成
二
十
年
度
に
実
施
さ
れ
る
医
療
福
祉
教

養
講
座
の
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
教
務
課
か
ら
教
育
課
程
、
授
業

時
間
割
、
授
業
科
目
の
履
修
、
単
位
の
取
得
、
試
験
、
成
績
、
学
外
の

実
習
、
免
許
状
、
資
格
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
二
日（
水
）

■
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

　

ま
ず
名
木
田
恵
理
子
学
生
部
長
か

ら
「
本
学
で
は
、
学
生
支
援
は
教
育

の
一
環
で
あ
り
、
す
べ
て
の
教
職
員

が
関
わ
る
べ
き
活
動
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
」
と
い
う
方
針
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
続
い
て
、
森
喜
美
子

相
談
員
、
瀬
戸
和
子
養
護
職
員
、
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
委
員

長
の
山
根
正
信
先
生
の
順
に
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
分
野
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
、
や
さ
し
く
話
し
か
け
る
教

職
員
の
対
応
に
触
れ
た
新
入
生
か
ら

は
「
不
安
が
解
消
さ
れ
た
」
「
気
軽

に
相
談
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

■
医
療
福
祉
教
養
講
座
②

　

学
科
を
越
え
た
学
生
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
、｢

川
崎
医
療
短
期
大
学

を
探
索
し
、
友
だ
ち
に
な
ろ
う｣

と

題
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
が
、
今
回
初
め
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
四
人
一
組
で
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方
式
で
、
構
内
を

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
学
生
間
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
方

法
は
、
ま
ず
配
ら
れ
た
番
号
カ
ー
ド
を
も
と
に
メ
ン
バ
ー
を
探
し
、

集
ま
っ
た
時
点
で
自
己
紹
介
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
次

に
、
地
図
と
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を
頼
り
に

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
探
索
し
ま
す
。
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
文

字
が
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に
印
字
さ
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
学
歌
の
一

節
が
並
ぶ
仕
組
み
で
す
。

教
職
員
に
加
え
て
上
級

生
も
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の

印
字
を
手
伝
っ
て
い
ま
す

（
写
真
）
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
賞

品
や
参
加
賞
が
配
ら
れ
ま

し
た
。
初
日
の
緊
張
感
か

ら
解
放
さ
れ
、
同
じ
大
学

で
こ
れ
か
ら
学
ぶ
と
い
う

仲
間
意
識
も
生
ま
れ
、
終

始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上
級
生
か
ら
は
「
私
た
ち
が
一
年
生

の
時
に
も
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
。
う
ら
や
ま
し
い
」
と
い
う
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

■
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト

　

現
在
、
十
八
歳
人
口
の
減
少
や

入
試
の
多
様
化
に
よ
り
、
入
学
時

の
基
礎
学
力
を
客
観
的
に
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
本
学
で
は
適
切
で
効
果
的
な

教
育
活
動
を
行
う
た
め
に
、
学
生

一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

新
入
生
に
対
し
て
日
本
語
プ
レ
ー

ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
放
射
線
技
術
科
で

は
日
本
語
の
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ

ス
ト
に
加
え
、
数
学
の
プ
レ
ー
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
テ
ス
ト
は
、
独
立
行
政
法

人
メ
デ
ィ
ア
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
も
の
で
す
。
全
国
二
十
万
人
の
中
・
高
校
生
を
対
象
と

し
た
基
礎
学
力
調
査
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
語
彙
力
の
低
下
が
影
響
し
て
い
る
た
め

か
、
学
生
か
ら
は
、
難
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。

四
月
三
日（
木
）

■
学
生
健
康
診
断

　

入
学
式
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
健
康
診
断
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
検
査
項
目
は
、
身
長
・
体
重
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
胸

部
Ｘ
線
検
査
で
す
。
こ
の
健
康
診
断
は
、
本
学
が
医
療
短
期
大
学
で

あ
る
と
い
う
長
所
が
、
発
揮
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事務部からのガイダンスを
熱心に聴く新入生養護職員 相談員 学生部長

スタンプを押す上級生と笑顔の新入生オリエンテーリングの様子（左上は優勝グループ）

プレースメントテストのチラシと日本語の問題数学のテスト風景（放射線技術科）

セクハラ防止委員長
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他
大
学
で
は
、
委
託
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る

血
圧
測
定
は
看
護
科
の
教
員
、
尿
検
査
は
臨
床
検
査
科
の
教
員
と

い
う
よ
う
に
、
専
門
の
資
格
を
も
つ
教
員
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
白
衣
を
着
て
測
定
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
信
頼
で
き
る
医

療
人
と
い
う
印
象
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当

は
、
本
学
の
教
員
だ
っ
た
と
気
づ
い
た
新
入
生
は
、
ど
れ
く
ら
い
い

た
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
体
重
・
身
長
測
定
も

教
職
員
が
実
施
し
ま
し
た
。
身

長
は
高
く
あ
っ
て
欲
し
い
、
体
重

は
控
え
め
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
い

う
新
入
生
の
心
の
声
は
、
測
定

に
あ
た
っ
た
教
職
員
に
対
し
て
、

測
定
を
も
う
一
度
と
い
う
懇
願

や
、
た
め
息
や
短
く
発
せ
ら
れ
る

「
え
ー
」
「
あ
ー
あ
」
と
い
う
感

嘆
の
声
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

四
月
四
日（
金
）

■
医
療
福
祉
教
養
講
座
③

　

株
式
会
社
サ
ン
キ
か
ら
近
藤
栄
達

氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、
医
療
に
お

け
る
基
礎
知
識
と
、
医
療
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
や
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た

講
義
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
、
は
じ
め
に「
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
と
基
礎
知
識｣

と
題
し
て
、現
在
の
医
療
制
度
や
医
療
費
の
問
題
、病
院
数
や
医
師
数

の
推
移
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。次
に
、｢

良
き
医
療
人
と
し
て
」

と
題
し
、医
療
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
質
を
い
か
に
高
め
る
か
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
に
、｢

接
遇
応
対
の
基
本｣

の
説
明

が
あ
り
、医
療
従
事
者
の
姿
勢
と
し
て
、身
だ
し
な
み
・
言
葉
遣
い
・
動

作
・
態
度
な
ど
の
常
識
か
つ
必
要
不
可
欠
な
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指

導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
か
ら
は
、
「
医
療
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
勉
強
に
な
っ
た
」
「
医
療
人
と
し
て
身
だ
し
な
み

や
挨
拶
は
基
本
で
あ
り
、
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
共
通
講
義
紹
介
授
業

　

一
般
教
養
科
目
の
多
く
は
、
自
分
が

学
び
た
い
科
目
を
選
択
し
履
修
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
大
学
で

は
、
授
業
目
標
や
授
業
内
容
を
簡
潔
に

記
述
し
た
授
業
概
要
（
シ
ラ
バ
ス
）
だ

け
を
使
っ
て
、
学
び
た
い
科
目
を
選
択

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
実
際
に
行

わ
れ
る
講
義
の
内
容
を
十
分
に
把
握
で
き
な
い
た
め
、
本
学
で
は
、

担
当
教
員
自
身
に
よ
る
講
義
内
容
の
詳
細
な
説
明
や
受
講
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
内
容
だ
け
で
な
く
、
担
当
教
員
の

気
質
も
う
か
が
え
る
と
学
生
た
ち
に
は
好
評
で
し
た
。

四
月
七
日（
月
）

■
入
学
式

　

真
新
し
い
制
服
を
着
た
新
入
生
三
百
四
十
名
が
出
席
し
、
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
厳
か
な
雰
囲
気
に
、
新

入
生
は
や
や
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
各
学
科
の
担
任
に
よ
り
、
新
入
生
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
守
田
哲
朗
学
長
か
ら
「
入
学
許
可
」
と
「
式
辞
」

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
、
新
入
生
代
表
の
八
木
絵
里
奈
さ
ん

（
放
射
線
技
術
科
）
に
よ
る
「
宣
誓
」
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
在
学
生

代
表
の
村
上
睦
枝
さ
ん
（
臨
床
検
査
科
三
年
生
）
に
よ
る
「
歓
迎
の

辞
」
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
の
終
盤
で
は
、
練
習
を
重
ね
た
「
学

歌
斉
唱
」
が
行
わ
れ
（
一
ペ
ー
ジ
「
学
歌
指
導
」
参
照
）
、
例
年
に

も
増
し
て
新
入
生
の
歌
声
が
式
場
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

■
各
部
・
同
好
会
の
紹
介

　

新
入
生
全
員
を

前
に
し
た
部
・
同

好
会
へ
の
勧
誘
活

動
が
、
毎
年
恒
例

の
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
部
・
同
好
会

も
部
員
を
増
や
す

こ
と
は
そ
の
ま
ま

部
費
が
増
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な

演
出
で
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
し
た
。

新
入
生
は
、
そ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
魅
了
さ
れ
、
終

看護科の教員による血圧測定近藤栄達氏による講義風景

｢文章表現｣の紹介授業学長による式辞

緊張した様子の新入生

学歌斉唱（練習の成果があったようです）

入学生代表による宣誓

軽音楽部

弓道部

手話部

ダンススポーツ部

吹奏楽部

合気道部
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始
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
拍
手
喝
采

で
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
恒

例
の
ビ
ラ
配
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
写
真
付
き
カ
ラ
ー
印
刷
な

ど
個
性
あ
ふ
れ
る
ビ
ラ
で
、
自

分
た
ち
の
部
・
同
好
会
へ
の
入

部
を
後
押
し
す
る
た
め
、
新
入

生
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
て
い

ま
し
た
。

■ 

保
護
者
相
談
会
（
初
め
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ン
チ
）

　

入
学
式
、
協
助
会
総
会
の
後
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
相
談
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
各
学
科
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
卒
業
す
る

ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
や
、
主
要
行
事
予
定
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
保
護
者
相
談
会
の

時
間
を
利
用
し
た
新
た
な
企
画
と
し

て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
ン
チ
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
参
加
し
た
保
護

者
と
教
員
に
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
と
飲

み
物
が
配
ら
れ
、
昼
食
を
取
り
な
が

ら
相
談
会
を
行
う
企
画
で
す
。
保
護

者
の
方
々
の
学
生
を
思
う
心
の
強
さ

が
う
か
が
え
る
真
剣
な
質
問
と
、
こ

れ
か
ら
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
教

員
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
充
実
し

た
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
相
談
会
と
並
行
し

て
新
入
生
と
教
員
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
の
昼
食
を
共
に
し
、
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
学
生
主
導
の
自
己
紹
介
や

ゲ
ー
ム
、
お
互
い
の
印
象
を
語
り
合
う
な
ど
各
学
科
趣
向
を
凝
ら
し

た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
な
ご
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

恒例のビラ配り保護者相談会（看護科）ホームルーム（自己紹介：放射線技術科）

学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
親
睦
会
）

　

入
学
式
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
に
、
教
員
や
先
輩
た
ち
と

親
睦
を
深
め
る
た
め
、
学
科
独
自
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
学
外
で
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
式
に
と
ら
わ
れ
な

い｢

遠
足｣

の
よ
う
な
親
睦
会
は
、
新
入
生
か
ら
い
つ
も
大
好
評
で
す
。

■
介
護
福
祉
科

　

四
月
十
九
日
（
土
）
、
総
社
方
面
へ
さ
さ
や
か
な
研
修
へ
出
か
け
ま

し
た
。
場
所
は
農
マ
ル
園
芸
（
イ
チ
ゴ
狩
り
）、吉
備
路
国
分
寺
で
す
。

■
医
療
保
育
科

　

四
月
二
十
六
日（
土
）、「
倉
敷
市
少
年
自
然
の
家
」に
て
医
療
保
育

科
新
入
生
の
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
看
護
科

　

五
月
八
日（
木
）、新
緑
の
倉
敷
チ
ボ
リ
公
園
で
看
護
科
新
入
生
と

教
員
に
よ
る
学
外
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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イチゴを片手にはいポーズ

４種類のイチゴが赤々と
実ったハウスの中では、学
生もそして教員も満足そう
にたくさん摘み取っては頬
張っていました。それぞれ
のイチゴには特徴があり、
食べ比べをしてお気に入り
のイチゴを探している学生
もいました。

吉備路、備中国分寺にて

敷物持参の用意周到な先
生方のおかげで、芝生の
上でみんな一緒にお弁当
を食べました。
場所も変わると表情も変
わる、みんな楽しそうに
教室では見せない元気な
顔をのぞかせていまし
た。

火力の調整に苦心しなが
ら、とってもおいしいご
飯を炊き上げました。
新入生の長光文香さんは
「めっちゃ楽しかった。
あまり話したことがな
かった人とも気軽に話せ
てよかった」とコメント
を寄せてくれました。

飯ごう

２本の竹を組み合わせて作
るため角度に手こずる新入
生や教員もいました。そん
な中、手早く完成させたの
は造形表現が専門の尾﨑先
生（写真中央）でした。そ
のため、尾﨑先生の周りか
らうぐいすの鳴き声が次々
に聞こえてきました。

うぐいす笛

北欧デンマーク由来の遊
園地・チボリ公園のゲー
トから入場した途端、チ
ボリのマスコットに出会
い、カメラに納まった学
生たちです。この先の楽
しい時間を予感させた瞬
間でした。「はい・チ～
ズ！」

入場ゲートを入るとチボリの
マスコットのお出迎え

気温26度を超える中、
グループ活動が終了し、
「お腹すいた～、早く食
事にして」と、楽しく・お
いしく会話も弾むランチ
となりました。入学後に
知り合ったクラスメートの
話題で盛り上がってまし
た。

イタリアンクッケンでの
ランチ風景

午後から園内を散策して
いたら、何やら見かけた
ことのある集団が…。
お揃いのTシャツでVサ
インをしてカメラ目線で
ポーズをとっています。
この調子で一致団結して
これからの講義・実習を
がんばってください。

ノリノリの男子学生



　

平
成
二
十

年
三
月
二
十

日（
木
）
午
前

十
時
か
ら
川

崎
医
療
短
期

大
学
体
育
館

一
〇
一
号
教

室
で
、
第
一

回
公
開
講
座

が
開
催
さ
れ
、一
般
五
十
一
名
、高
校
生
七
名
に
加

え
、
教
職
員
三
十
三
名
と
在
学
生
二
十
八
名
の
計

百
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
中
四
国
の
医
師
や
薬
剤
師
で
つ
く

る
中
四
国
空
中
花
粉
研
究
会
の
会
員
で
あ
る
内
田

昌
宏
看
護
科
教
授
が「
花
粉
症
の
予
防
と
治
療
薬
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。ま
ず
初
め
に
、
岡

山
県
内
の
花
粉
の
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
今

年
の
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ

花
粉
の
飛

散
量
は
例

年
よ
り
少

な
め
で
あ

る
が
、
五
月

初
旬
ま
で

飛
散
は
続

き
、
そ
の
後

も
草
花
の

花
粉
が
飛

散
す
る
た
め
、
四
月
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
対
策

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
内
田
教
授
は
花
粉
症
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
説
し
、
花
粉
症
の
治
療
薬
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
作
用

し
効
果
を
示

す
の
か
、
そ

の
場
合
の
注

意
す
べ
き
副

作
用
に
つ
い

て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用

い
な
が
ら
分

か
り
や
す
く

説
明
を
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、
花
粉
症
の
予
防
策
と
し
て
は
、
何

よ
り
も
花
粉
に
触
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

述
べ
、
マ
ス
ク
な
ど
の
予
防
グ
ッ
ズ
と
日
常
生
活

で
の
具
体
的
な
留
意
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
演
中
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
聴
講

す
る
参
加
者
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
、
講
演
終
了
後

は
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

会
場
の
一
角
に
は
、
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
顕
微
鏡
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
マ
ス
ク
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
顕
微

鏡
を
の
ぞ
い
た
り
、
マ
ス
ク
を
手
に
取
っ
た
り
し

て
思
い
思
い
に
体
験
し
、
講
座
は
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

（
看
護
科 

合
田 

友
美
）

平
成
二
十
年　

第
一
回
公
開
講
座

花
粉
症
の
予
防
と
治
療
薬

看
護
科 

教
授 

内
田 

昌
宏

テ
ー
マ

講演に聴き入る会場

顕微鏡を覗く参加者

熱心に講演中の内田教授

　　

 

平
成
十
九
年
度
第
六
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、

「
初
め
の
一
歩 ―

こ
こ
に
あ
な
た
の
夢
が
あ
る
！
」と
題
し

て
平
成
二
十
年
三
月
二
十
日（
木
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
と
限
ら
れ
た
時
間
で

し
た
が
、
本
学
の
概
要
説
明
、
入
学
前
学
習
と
体
験
学
習
、

学
内
施
設
見
学
が
順
次
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
と
平
行

し
て
進
学
な
ど「
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。春
休
み
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
五
十
名
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、Ａ
Ｏ
入
試
・
特
別
入
試
・
推
薦
入
試
で
合
格

し
た
方
を
対
象
に
、
入
学
前
学
習
と
し
て
学
科
別
の
課
題

と
全
学
科
共
通
の
日
本
語
学
習
教
材
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。入
学
前
学
習
と
は
、
入
学
す
る
ま
で
の
時
間
を
有
効
に

利
用
し
て
、
大
学
で
必
要
と
な
る
学
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、四
〇
〇
号
教
室
に

お
い
て
全
学
科
共
通
の
日
本
語
学
習
教
材
の
一
つ
で
あ
る

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
学
習
）
に
よ

る
入
学
前
学
習
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、
社
会
人
基
礎
力
と
し
て
の
日
本
語
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
漢
字
検
定
と
文
章
能
力
検
定
の
練
習
問
題
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
に
は
、
県
外
の
方
も
多
く
、
本
学
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。学
内
見

学
は
、
五
コ
ー
ス
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
全
学
科
を
見
学
で
き
る
よ
う
に

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。当
日
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
施
設
の
充
実
に
加
え
て
、
教
職

員
の
心
を
尽
く
し
た
対
応
も
好
印
象
で
、「
良
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」「
説
明
が
分
か
り
や
す

か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
一
般
教
養 

橋
本 

美
香
）

ｅラーニングによる入学前学習を体験

第6回

開 催

平成20年3月20日オープン
　　キャンパス
オープン
　　キャンパス

学内施設見学（医療保育科）

学内施設見
学（介護福

祉科）
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左袖のネーム

実習室

クリーニングされたパジャマ類

　

学
内
看
護
実
習
が
始
ま
る
前
に

授
業
・
実
習
風
景
⑧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

看
護
科 

講
師 

林 

千
加
子

川崎医療短期大学 広報誌 NO.616

授業・実習風景⑧看護科

ま
す
。ま
た
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
実
習
用
の「
パ

ジ
ャ
マ
」と「
和
式
寝
衣
」も
貸
し
出
し
ま
す
。こ
れ

は
、
学
生
が
患
者
役
と
な
っ
た
場
合
に
着
用
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
終
了
す
る
と

学
内
実
習
が
始
ま
り
、
学
生
三
〜
四
人
に
一
台
の

ベ
ッ
ド
が
割
り
当
て
ら
れ
、全
身
清
拭
や
洗
髪
、注

射
法
、
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
な
ど
看
護
技
術
を

習
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　

　

最
近
の
学
生
は
、
物
品
の
整
理
整
頓
が
少
し
苦

手
の
よ
う
で
す
。そ
こ
で
看
護
科
で
は
、
タ
オ
ル
類

や
三
角
巾
、
パ
ジ
ャ
マ
、
和
式
寝
衣
、
Ｔ
字
帯
な
ど

看
護
に
必
要
な
リ
ネ
ン
や
寝
衣
を
た
た
む
練
習

を
行
い
ま
す
。最
初
は
、
折
り
目
正
し
く
ま
っ
す
ぐ

に
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を
同
じ
大
き
さ
に
な
る
よ

う
に
た
た
む
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

リ
ネ
ン
の
た
た
み
方
の
習
得
を
通
し
て
整
理

収
納
は
も

ち
ろ
ん
の

こ
と
看
護

用
品
を
は

じ
め
と
す

る
物
品
管

理
の
重
要

性
を
学
び

ま
す
。

　

学
内
看
護
実
習
が
始
ま
る
前
の
基
本
的

な
準
備
を
通
し
て
、用
具
を
大
切
に
す
る
心

や
、思
い
や
り
の
あ
る
医
療
人
と
し
て
の
心

を
育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

看
護
科
は
、看
護
専
門
科
目
の
中
で
も
特

に
基
礎
的
看
護
の
技
術
を
学
ぶ「
基
礎
看
護

学
・
看
護
技
術
」か
ら
講
義
や
実
習
が
始
ま

り
ま
す
。今
回
は
、
新
入
生
が
四
月
に
行
う

「
看
護
技
術
」
の
講
義
や
実
習
の
準
備
を
一

部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
看
護
師
の
必

須
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
白

衣
に
つ
い
て
お
話
い
た

し
ま
す
。最
近
は
、
医
療

機
関
で
看
護
師
が
着
用

す
る
白
衣
の
デ
ザ
イ
ン

が
豊
富
で
す
。本
学
で
も
二
年
前
に
実
習
用
白
衣

の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
左
袖
に「
川
崎
医
療
短
期

大
学
」の
文
字
が
刻
ま
れ
た
、
丸
襟
の
か
わ
い
い
デ

ザ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、
機
能
性
を
考
慮

し
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
パ
ン
タ
ロ
ン
か
ら
自
由
に
選
択

で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。ワ
ン
ピ
ー
ス
の

場
合
、裾
の
長
さ
は
膝
下
が
原
則
で
す
。患
者
様
の

お
世
話
で
腰
を
低
く
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
上

品
な
看
護
師
の
姿
を
保
つ
に
も
そ
の
長
さ
は
必
要

な
の
で
す
。こ
の
実
習
用
白
衣
は
五
月
上
旬
に
完

成
し
、一・二
年
生
で
は
学
内
実
習
、そ
し
て
、三
年

生
に
な
る
と
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
を
は
じ
め

と
す
る
岡
山
県
内
の
病
院
・
施
設
で
の
臨
地
実
習

で
着
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

白
衣
採
寸
の
日
の
学
生
達
は
、
こ
れ
か
ら
は
じ

ま
る
看
護
専
門
職
と
し
て
の
講
義
や
実
習
に
大
き

な
期
待
と
不
安
を
感
じ
つ
つ
、
初
め
て
着
る
白
衣

に
嬉
し
さ
や
恥
ず
か
し
さ
を
隠
し
切
れ
な
い
様
子

で
し
た
。

　

次
に
、
広
い

部
屋
に
十
五
台

の
入
院
ベ
ッ
ド

が
並
ん
で
い
る

看
護
実
習
室

で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
こ
こ
に

は
、病
室
に
あ
る
設
備
は
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
、実

習
で
使
用
す
る
注
射
モ
デ
ル
や
心
電
計
な
ど
数

多
く
の
用
具
・
器
機
が
あ
り
ま
す
。実
習
室
と
は
い

え
、
こ
こ
は
病
室
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
と
に
、

「
実
習
室
で
の
飲
食
、
携
帯
電
話
の
禁
止
」は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、「
白
衣
着
用
時
は
髪
型
を
整
え
、

ナ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
着

用
す
る
」「
ベ
ッ
ド
に

腰
を
か
け
な
い
」「
ベ
ッ

ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
」
な
ど
基
本
的
な
看

護
の
姿
勢
を
説
明
し

　

三
月
末
か
ら
四
月
初
め
に
か
け
て
、
平
成

十
九
年
度
の
国
家
試
験
合
格
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
全
国
の
合
格
率
と
本
学
の
各
学
科
の
合
格

率
を
グ
ラ
フ
に
し
ま
し
た
。
左
に
示
し
た
よ
う

に
、
今
回
も
す
べ
て
の
学
科
で
全
国
合
格
率
を

上
回
る
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
、
就
職
希
望
者
三
百
十
七

人
に
対
し
て
、
求
人
件
数
二
千
五
百
三
十
五

件
、
求
人
数
六
千
七
百
九
十
二
人
（
前
年
度
と

比
べ
四
百
七
十
件
、
九
百
三
人
増
）
と
圧
倒
的

に
多
く
、
就
職
率
は
ほ
ぼ
100
％
と
非
常
に
好
調

に
推
移
し
ま
し
た
。
ま
た
、
進
学
は
、
希
望
者

二
十
九
人
全
員
の
進
路
が
決
定
し
ま
し
た
。
主

な
進
学
先
は
、
岡
山
大
学
、
神
戸
大
学
等
の
国

立
大
学
へ
十
二
人
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
等
の

私
立
大
学
へ
十
一
人
、
公
立
短
大
へ
一
人
、
各

種
専
門
学
校
へ
五
人
で
し
た
。
各
学
科
の
最

新
情
報
は
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kaw
asaki-m

.ac.jp/jc/hom
e/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
十
九
年
度

国
家
試
験
結
果
と
進
路
状
況

看護科 臨床検査科 放射線技術科 臨床工学科

看護科 臨床検査科 放射線技術科 臨床工学科
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護
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練
習

教員から指導を受ける学生



　

私
は
昭
和
四
十
三
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
、

外
科
、
小
児
科
、
麻
酔
科
な
ど
で
研
修
し
た
の

ち
昭
和
四
十
五
年
末
に
放
射
線
科
に
入
局
し
た
。

が
ん
に
対
す
る
化
学
療
法
が
無
力
で
あ
る
と
い

う
小
児
科
で
の
に
が
い
経
験
か
ら
、
あ
る
種
の

が
ん
を
完
治
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
放
射
線
治

療
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
の
研
究
班
に
所
属
し
て

以
来
三
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
放
射
線
治
療
に

携
わ
っ
て
き
た
。
放
射
線
治
療
を
専
攻
す
る
こ

と
を
決
め
た
時
、
友
人
や
先
輩
か
ら
「
放
射
線

治
療
な
ん
て
も
の
は
、
も
う
二
十
年
も
す
れ
ば

無
く
な
っ
て
、
お
前
が
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う

時
に
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
脅
か
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
幸
い
そ
う
い
う
事
態
は
起
こ

ら
ず
、
現
在
も
が
ん
治
療
の
重
要
な
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、
当
時
に
ま
さ
る
存
在
感
を
示
し

て
い
る
。

　

放
射
線
治
療

の
歴
史
は
古

く
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
博
士
が
エ
ッ

ク
ス
線
を
発

見
し
た
翌
年

（
一
八
九
六
）

に
は
始
ま
り
、

五
年
後
に
は
、

皮
膚
が
ん
が
完

治
し
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
百
年
余
を
経

た
現
在
、
放
射
線
治
療
は
劇
的
な
変
貌
を
と
げ

た
。
そ
の
変
化
の
大
部
分
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

術
を
中
心
と
し
た
機
器
の
進
歩
に
よ
る
が
、
生

物
、
物
理
分
野
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
見
逃
せ
な
い
。

　

極
端
な
話
を
す
れ
ば
、
正
常
組
織
の
障
害
を

心
配
せ
ず
に
十
分
な
線
量
を
照
射
で
き
る
の
な

ら
、
す
べ
て
の
悪
性
腫
瘍
は
放
射
線
治
療
で
根

治
で
き
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
良
い
治
療
の
提
供

に
は
放
射
線
障
害
の
克
服
が
欠
か
せ
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
近
年
の
放
射
線
治
療
の
進
歩

の
多
く
が
、
放
射
線
を
病
巣
に
集
中
し
て
照
射

す
る
技
術
で
あ
る
の
も
こ
の
理
由
に
よ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
い
っ
た
ん
発
生
し
て
し
ま

っ
た
放
射
線
の
障
害
、
特
に
晩
期
障
害
は
治
す

こ
と
が
で
き
ず
、
治
療
患
者
さ
ん
に
極
端
な
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
低
下
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず

れ
は
こ
の
方
面
で
も
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
見
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
急
性
障
害
か
ら

晩
期
障
害
に
至
る
機
序
が
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や

遺
伝
子
、
分
子
生
物
学
レ
ベ
ル
で
徐
々
に
解
明

さ
れ
て
お
り
、
細
胞
防
護
的
に
働
く
薬
剤
や
、

増
殖
因
子
の
阻
害
薬
な
ど
の
有
望
な
薬
剤
が
試

さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
三
月
で
放
射
線
治
療
の
現
場
を
卒

業
し
た
が
、
臨
床
の
場
で
放
射
線
の
障
害
を
心

配
す
る
こ
と
な
く
治
療
が
で
き
る
日
が
来
る
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　

私
は
川
崎
医

療
短
期
大
学
を

卒
業
と
同
時
に
、

東
広
島
記
念
病

院
に
勤
め
て
い

ま
す
。
こ
こ
で

は
、
川
崎
医
療

短
期
大
学
の
卒

業
生
も
た
く
さ

ん
働
い
て
お
り
、

毎
日
一
緒
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
巡
回
検
診
の

現
場
で
は
、
受
診
者
へ
の
接
遇
に
と
て
も
緊
張

し
、
う
ま
く
検
査
内
容
の
説
明
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
任
さ
れ
た
検
査

を
限
ら
れ
た
時
間
内
で
こ
な
す
こ
と
に
必
死
で
、

気
持
ち
に
余
裕
を
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
現
場
に
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
気
持
ち

に
余
裕
が
で
き
、
任
さ
れ
た
検
査
だ
け
で
な
く

全
体
の
流
れ
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
、
検
診
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ

う
に
周
囲
に
気
を
配
っ
た
り
、
他
の
ス
タ
ッ
フ

の
介
助
に
入
っ
た
り
と
考
え
な
が
ら
行
動
で
き

る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
多
く
の
失
敗
が
あ
り
、

周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
正
直
、
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
、

同
僚
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
多
く
の
後
輩
が
入
り
、
先
輩
と
い
う

立
場
で
後
輩
を
指
導
す
る
場
面
で
は
、
教
え
る

こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

き
ち
ん
と
指
導
す
る
た
め
に
は
、
自
分
も
知
識

や
技
術
の
ス
キ
ル
を
上
げ
、
日
々
勉
強
し
向
上

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
病

院
が
求
め
る
技
師
に
な
る
た
め
に
は
、
先
輩
な

ど
か
ら
指
示
を
仰
ぎ
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ

な
す
だ
け
で
な
く
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
効
率

よ
く
仕
事
が
こ
な
せ
る
よ
う
、
考
え
な
が
ら
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
臨
床
検
査
技
師
と
い
う
資
格
だ
け

で
な
く
、
視
野
や
知
識
を
広
げ
る
た
め
に
、
さ

ら
に
新
た
な
資
格
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
も
大

切
だ
と
思

い
ま
す
。

常
に
向
上

心
を
持
ち

続
け
ら
れ

る
技
師
を

目
指
し
て

頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

教
員
の
活
動
紹
介
⑪　

放
射
線
治
療
の
隘あ

い

ろ路
と
夢

放
射
線
技
術
科 

教
授 

今
城 

吉
成

川崎医科大学附属病院 放射線治療部のメンバー

先
輩
か
ら
後
輩
へ
⑪　

常
に
向
上
心
を

医
療
法
人
ヤ
マ
ナ
会 

東
広
島
記
念
病
院 

宮
﨑 

由
香
（
臨
床
検
査
科
二
十
八
期
生
）

検査の様子

病院の外観

川崎医療短期大学 広報誌 NO.61 7

教員の活動紹介⑪／先輩から後輩へ⑪



川崎医療短期大学 広報誌 NO.618

卒業式・謝恩会／キラリ いい顔④

3月15日㈯に挙行された卒業式と、
各学科で行われた謝恩会の様子を写真でご紹介します。

写真でつづる

卒業式・謝恩会

　

第
六
十
三
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
長
野
か

が
や
き
国
体
（
平
成
二
十
年
二
月
十
五
日
〜
二
十
二

日
）
に
国
体
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
三
歳
か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
、
小

学
三
年
生
の
と
き
か
ら
競
技
ス
キ
ー
も
始

め
ま
し
た
。
高
校
二
年
生
の
時
に
は
、
中

国
大
会
第
三
位
に
な
り
ま
し
た
が
、
入
学

を
機
に
競
技
ス
キ
ー
か
ら
退
く
つ
も
り
で

し
た
。
し
か
し
、
冬
の
季
節
が
訪
れ
、
雪

を
見
る
と
ど
う
し
て
も
ま
た
滑
り
た
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
ス
キ
ー
場

で
、
競
技
ス
キ
ー
の
関
係
者
の
方
々
に
支

え
て
い
た
だ
き
、
基
礎
練
習
か
ら
再
開
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
予
選
を
ど
う
に

か
通
過
、
国
体
の
選
手
に
選
ば
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
参
加
し
た
成
人
女
子
Ａ
レ
ー
ス

は
、
二
月
二
十
一
日
に
長
野
県
野
沢
温

泉
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
数

九
十
六
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

朝
五
時
に
起
床
し
、
早
め
に
ス
キ
ー
場
に

到
着
、
八
時
よ
り
コ
ー
ス
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ

ン
（
本
番
用
コ
ー
ス
下
見
）
開
始
、
九
時
よ

り
前
走
ス
タ
ー
ト
（
本
番
前
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）
で
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
の

ス
タ
ー
ト
順
は
、
七
十
七
番
、
自
分
の
番
が
近
く
な

る
に
つ
れ
緊
張
も
高
ま
り
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
の
大
き
な
大
会

へ
の
出
場
で
あ
り
、
各
県
の

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ト
ッ
プ

選
手
た
ち
の
滑
り
に
少
し
気

持
ち
が
参
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
岡
山
県
の
代
表
選
手

と
い
う
誇
り
と
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
た
め

「
絶
対
完
走
」
「
絶
対
頑
張
る
」
と
い
う
思
い
で
レ

ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。
結
果
は
、
六
十
一
位
と
不
本

意
な
成
績
で
し
た
が
、
レ
ー
ス
で
は
自
分

の
納
得
い
く
滑
り
が
で
き
、
ゴ
ー
ル
直
後

の
緊
張
か
ら
の
解
放
感
と
、
滑
り
き
っ
た

と
い
う
達
成
感
で
た
ま
ら
な
く
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
大
会
出
場
を
き

っ
か
け
に
今
後
も
ス
キ
ー
を
続
け
て
い
こ

う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
場
に
あ
た
り
、
介
護
福

祉
科
の
先
生
方
だ
け
で
な
く
、
川
崎
医

療
短
期
大
学
に
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
体
の
開
催
期

間
中
は
、
後
期
試
験
と
重
な
り
ま
し
た

が
、
大
学
に
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
、

無
事
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
前
例
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
激
励
金
ま
で
い
た
だ

き
、
快

く
送
り

出
し
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し

て
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

介
護
福
祉
科
二
年

小
椋 

唯
さ
ん

❹

キラリ
いい顔



「はじめまして」というよりも、「帰ってまいりました」と
いう表現が相応しいのかもしれません。鈴鹿医療科学大
学から4年ぶりに戻ってまいりました。どうか宜しくお願
いします。

担当は病理学です。学生のモチベーションを高められる
よう教育に専心したいと思いますのでご指導よろしくお
願いします。医大のメディカルミュージアム副館長も併
任していますので、皆様是非お越し下さい。

森谷　卓也　臨床検査科 教授　

このたび、看護科の講師として採用していただきました、
木下照子と申します。
学生一人ひとりと取り組みながら、変化し成長するよう促進
し、支援し、問いかけていくことが、自らの研鑽に繋がること
を信じて努めて活きます。どうぞよろしくお願いいたします。

木下　照子　看護科 講師

このたび、川崎医療短期大学臨床検査科講師となりまし
た中桐逸博と申します。附属病院中央検査部および輸血
部との併任で、専門は臨床免疫学です。どうぞよろしく
お願い致します。

中桐　逸博　臨床検査科 講師　

はじめまして、臨床検査科の泉です。
人間、配られたカードで勝負をしなければなりません。
学生さんの個性あるカードを見つけ出し、いろいろな可
能性を伸ばしてあげたいです。宜しくお願いいたします。

泉　礼司　臨床検査科 講師

これまで、附属病院では診療放射線技師、本学では非常
勤講師という立場でありました。今後は、慈悲の心と研
究心を持った診療放射線技師を育みたいと考えておりま
す。

柳元　真一　放射線技術科 講師

附属病院兼務の立場を生かして、教科書だけでは学べな
い臨床の面白さや難しさ、そして最新情報を後輩の方々
へ分かり易く伝えたいと思っております。これを機に皆
さんと共に進化したいと思っております。

松田　英治　放射線技術科 講師

昭和58年に放射線技術科4期生として卒業後、附属病
院に就職し、放射線治療に携わっています。病院との併
任のため、ご迷惑をおかけすると思いますが、宜しくお
願い申し上げます。

成廣　直正　放射線技術科 講師　

入江　慶太　医療保育科 助教

今年3月に大学院を修了したばかりの社会人1年生です。
大学院では幼児心理学を専攻し、こちらでは教育心理学
を担当しています。至らない点が多々あるかと思います
が、ご指導よろしくお願い申し上げます。

神垣　彬子　医療保育科 助教

今年度から教務課で勤務します。教務に関する皆さんの
サポートを一生懸命行ってまいりたいと思っています。
どうぞよろしくお願いいたします。

大高　正憲　教務課 課長代理

微力ながら、「快適な環境づくり」をモットーに、建物設
備の維持管理に取り組んでまいります。施設老朽化のた
め、多少ご不便をお掛けすることもあると思いますが、
みなさんの温かいご協力をお願いいたします。

堀川 　卓哉　施設部設備課 設備技術員

はじめまして。この4月から事務室にて、ホームページの
管理等を担当させて頂くことになりました。短大勤務は
初めてということもあり、至らない点も多々あるかと思
いますが、頑張って参りますのでどうぞよろしくお願い
いたします。

八田恵美子　総務部情報システム室 技術補助員

新任教職員紹介
藤原　芳朗　介護福祉科 教授　

みなさん、初めまして。保育現場で働いた5年の経験を
生かし、学生の皆さんと一緒に、いろいろな方々から学
びながら日々頑張っていきたいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

本年度から本学の仲間になった教職員の方々を紹介します。

　

こ
れ
か
ら
挙
げ
る
の
は
、
事
務
室
で
受
け
た

電
話
の
内
容
で
す
。
誰
か
ら
か
か
っ
て
き
た
内

容
だ
と
思
い
ま
す
か
。「
募
集
要
項
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」「
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
ど
ん
な
服
装
で
行
け
ば
い
い
で
す
か
」

　

実
は
入
学
前
の
学
生
の
保
護
者
の
方
か
ら
、

そ
し
て
な
か
に
は
、
孫
の
進
学
先
の
心
配
を
し

た
祖
父
母
の
方
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
残
念

な
が
ら
ほ
と
ん
ど
学
生
本
人
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
在
学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
欠

席
連
絡
の
多
く
が
学
生
本
人
か
ら
で
す
が
、
速

や
か
に
、
は
っ
き
り
と
電
話
連
絡
で
き
て
い
ま

す
か
。

　

ま
た
、
事
務
室
へ
来
室
し
た
時
、
名
前
さ
え

名
の
ら
ず
、
た
だ
、
ぼ
っ
ー
と
立
っ
て
い
る
学

生
が
目
に
つ
き
ま
す
。
ま
ず
、
自
分
か
ら
、
声

を
だ
し
、
用
件
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

す
み
や
か
に
対
応
が
で
き
ま
す
。

　

最
近
は
、
携
帯
電
話
使
用
が
多
く
、
電
話
を

受
け
る
時
、
自
分
の
名
前
を
名
の
る
と
い
う
こ

と
は
、
少
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
就
職
し
社

会
に
で
た
時
に
は
、
そ
れ
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
、
い
き
な

り
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
う
ち

か
ら
、
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
出
来
る
よ
う
に

練
習
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
務
室

は
、
社
会
と
繋
が
っ
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
社

会
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
対
応
が
出
来
る
よ
う

に
練
習
す
る
に
は
格
好
の
と
こ
ろ
だ
と
も
言

え
ま
す
。
事
務
室
で
の
応
対
を
通
し
て
、
マ
ナ

ー
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

事務部から

社会に羽ばたく
前に…

事務部教務課

大戸 知子

この度、用度課から短大事務部に異動となりました服部
です。学校関係は全くの初めてということもあり、色々
ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、一生懸命
頑張りますのでどうぞよろしくお願い致します。

服部　明彦　教務課 課長
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川崎学園地球温暖化対策推進委員会発足
－いのちと地球をまもるために－

　私たちが生活していく上で、エネルギー消費は必須のものとなってい
ます。このエネルギー生産や消費の過程で排出されるのが、温室効果
ガスの一つ二酸化炭素です。現在、大気中の二酸化炭素濃度は、上昇
し続けています。このままの状態が継続すると、地球を過剰に温暖化さ
せ、気候変動さらには自然の生態系等に悪影響を及ぼす恐れがあるとさ
れています。
　このような地球環境への悪影響を阻止し、大気中の温室効果ガスの
濃度を安定化させることを目的として「気候変動に関する国際連合枠組
条約の京都議定書」が、2005年2月に発効されました。この議定書で
は、先進国等に対し、温室効果ガスを1990年比で、2008年～2012年
に一定数値（日本6%）を削減することを義務づけています。これを受け
て、わが国では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」などが制定さ
れ、国をあげてこの問題に取り組んでいます。この度、わが川崎学園で
も、川崎医療短期大学を含む全ての学園関係施設の代表者が会して、
地球温暖化対策推進委員会が開催され、地球温暖化防止に向けて参画
していくことになりました。本学では、早速、山口恒夫副学長を委員長と
して地球温暖化対策推進ワーキンググループ会議を開催し、スローガ
ンの設定さらには具体的アクションプランの策定について検討していま
す。今後、この誌面をお借りして、その経過を報告して行きます。　
 （看護科 兵藤 文則）

 　

本
学
で
は
、「
学
生
支
援
は
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
す
べ
て

の
教
職
員
が
関
わ
る
べ
き
活
動
」と
考
え
、
全
学
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。昨
年
度
は
、学
生
部
が
中
心
と
な
っ
て
、教
職
員

に
よ
る
学
生
健
康
診
断
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
清
掃
体
制
の
強
化
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
な
設
置
、寮
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
と
そ
の
改

善
、
教
員
の
た
め
の
学
生
対
応
講
座
開
催
、
学
生
玄
関
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
化
、
学
生
相
談
室
の
体
制
強
化
、
学
生
生
活
満
足

度
調
査
実
施
な
ど
、
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
企

画
し
実
行
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
教
職
員
は
、
学
生
の

み
な
さ
ん
の
心
身
の
健
康
お
よ
び
学
習
環
境
の
向
上
の
た
め

に
常
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
生
支
援
は「
援
助
」だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
の
役
割
は「
生
活
指
導
」で
あ
る
と
考
え
ま
す
。学
生

の
皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
中
で
基
本
的
生
活
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
生
生
活
を
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
だ
け
で
な
く
、
実

習
先
、就
職
試
験（
面
接
）、職

場
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得

る
の
に
役
立
つ
か
ら
で
す
。

「
指
導
」
と
い
う
と
う
る
さ

く
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
社
会
に
出
て
こ
う
い
っ

た「
支
援
」が
生
き
て
く
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。学
生
生
活

委
員
会
で
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
今
年
度
前
期
の
目
標

を
以
下
の
三
点
に
定
め
ま
し

た
。学
生
の
み
な
さ
ん
に
は

ぜ
ひ
意
識
し
て
実
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

協助会 平成１９年度収支決算書及び平成20年度収支予算書
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平成19年度　川崎医療短期大学協助会収支決算書
一般会計

収　　　　　入 支　　　　　出
会費 9,850,000 学生研修助成費 4,112,336
雑収入（預金利子） 32,619 厚生福利費 3,458,290
前年度繰越金 7,734,797 学生生活指導費 2,952,040
　 　 進路指導助成費 953,732
　 　 渉外費 212,990
　 　 事務費 531,361
　 　 雑費 6,300
　 　 予備費 0
　 　 次年度繰越金 5,390,367
合　　　計 17,617,416 合　　　計 17,617,416

特別会計　　施設整備基金会計
収　　　　　入 支　　　　　出

前年度繰越金 22,662,936 　 0
雑収入（預金利子） 67,691 　 　
平成19年度基金 1,000,000 　 　

合　　　計 23,730,627 合　　　計 0
　 　 差引残額 23,730,627

平成20年度　川崎医療短期大学協助会収支予算書
一般会計

収　　　　　入 支　　　　　出
会費 10,300,000 学生研修助成費 4,900,000
雑収入（預金利子） 20,000 厚生福利費 4,450,000
前年度繰越金 5,390,367 学生生活指導費 2,700,000
　 　 進路指導助成費 1,200,000
　 　 渉外費 250,000
　 　 事務費 600,000
　 　 雑費 50,000
　 　 予備費 1,560,367

合　　　計 15,710,367 合　　　計 15,710,367

特別会計　　施設整備基金会計（予算）　　
収　　　　　入 支　　　　　出

前年度繰越金 23,730,627 　 0
雑収入（預金利子） 50,000 　 　
平成19年度基金 800,000 　 　

合　　　計 24,580,627 合　　　計 0
　 差引残額 24,580,627

※ 特別会計は、教育実習のための施設設備及び学生のために特に必要なものを
備えることを目的とした積立金です。

　４月７日の入学式終了後に開催された平成20年度協助会総
会において、下表の平成19年度収支決算書及び平成20年度収

支予算書が承認されました。これにより今年度も学生の皆さんの学習や
福利厚生及び学生生活や進路等に関する諸活動についての支援が行われ
ます。

　

学
生
部
か
ら

学
生
部
長 

名
木
田 

恵
理
子
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平
成
二
十
年
度
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
学
の
「
春
の
風
物
詩
」
と
し
て
思
い
浮
か
ぶ
も
の
が
三
つ
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、「
初
々
し
い
新
入
生
」
で
す
。
今
回
の
特
集
に

も
あ
る
よ
う
に
、
新
生
活
へ
の
期
待
と
緊
張
が
入
り
混
じ
っ
た

新
入
生
の
姿
を
見
る
と
私
も
気
分
一
新
さ
れ
る
思
い
で
す
。
次
に
、

「
仲
間
と
し
て
加
わ
る
新
任
教
職
員
」
で
す
。
本
誌
の
「
新
任
教

職
員
紹
介
」
欄
に
勢
揃
い
し
た
顔
ぶ
れ
か
ら
新
し
い
風
を
感
じ

ま
す
。
そ
し
て
、「
玄
関
前
に
咲
き
誇
る
桜
」
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
本
誌
六
月
発
行
分
の
表
紙
に
飾
ら
れ
て
い
る
通
り
、
本
学
の

桜
は
壮
大
に
春
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
風
物
詩
を

凝
縮
さ
せ
た
本
誌
を
通
じ
て
、
本
学
に
お
け
る
春
の
様
子
を
皆

様
へ
お
伝
え
で
き
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
本
誌
編
集
委
員
は
昨
年
度
と
同
じ
顔
ぶ
れ

で
す
。
苦
心
し
な
が
ら
共
に
編
集
作
業
を
乗
り
越
え
て
き
た
た

め
か
、
委
員
同
士
の
協
力
体
制
は
抜
群
で
あ
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
協
力
の
輪
が
委
員
会
の
枠
を
超
え
て
広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
誌
の
完
成
に
向
け
、
ご
多
忙
の

折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
稿
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
執
筆
者
の

方
々
、
写
真
撮
影
に
奔
走
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
最
後
ま
で
ご
覧
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
も

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

 

（
中
井　

靖
）

編　

集　

後　

記

Information

2008年度 オープンキャンパス
学科紹介、施設・女子寮見学は毎回実施します。

Information》AO入試1次面接を実施

7月 27日 日
夏休みの1日が
あなたの未来を変える！

10：00～15：00

■全体説明会　　　　　■学食体験
■附属病院見学ツアー　■入試問題解説講座　　
■在学生との懇談　　　■模擬講義・体験実習
■進学等相談コーナー他

Information》AO入試1次面接を実施

8月 23日 土
ワン・アンド・オンリー！
川崎医療短大でしか学べないこと

13：00～16：00

■全体説明会　　　　　■在学生との懇談　
■入試問題解説講座　　■模擬講義・体験実習 
■進学等相談コーナー他

平成20年 第2回公開講座
「発達障害児の保育と子育て支援」

申込み・お問い合わせ先

小河晶子（本学医療保育科准教授）

講演及び実技演習

講　師

８月23日(土)　10:00～11:30日　時

川崎医療短期大学 体育館 101教室
入場無料（一般の方の参加をお待ちしています）

〒701-0194　岡山県倉敷市松島316
　　　         　  川崎医療短期大学　公開講座係
TEL：086－464－1032　FAX：086－463－4339
koukai@jc.kawasaki-m.ac.jp

会　場

内　容 乱暴で友だちとトラブルが多い、落ち着きが
ない、気が散りやすい、こだわりが強い、不
器用、触れられるのを嫌うなど子どもさんの
気になる行動はありませんか。
このような子どもさんの行動に効果的な感覚
運動遊びをご紹介します。

講座名

第　３
　　回

第　4
　　回

 会　長 洲脇　伯造 (医療保育科3年)

 副会長 前　　研治 (医療保育科2年)

 副会長 守田　哲朗 (川崎医療短期大学学長)

 監　事 横山　伸一 (臨床工学科3年)

 監　事 岡本　裕貴 (看護科2年)

平成20年度
川崎医療短期大学
協助会役員

9月

主要行事（7月～9月）

8月

 18日 第９期師生訪問団上海訪問（～22日）
 23日 第４回オープンキャンパス
  第２回公開講座
 25日 臨床検査科3年臨床実習Ⅲ・
　　　　　　　　臨地実習開始（～12月11日）

7月

 1日 臨床工学科3年学外病院実習・
　　　　　　　　　医療機器メーカー実習（～18日）
 24日 放射線技術科3年臨床実習終了
 27日 第３回オープンキャンパス
 29日 定期試験開始

 1日 医療保育科2年保育施設実習（～10日）
 8日 看護科３年臨地実習開始（～10月4日）
　　　　　　　介護福祉科1年第１段階実習開始（～22日）
 9日 臨床工学科3年病院実習開始（～12月5日）
 19日 臨床検査科ワッペン授与式
 20日 看護科戴帽・授章式
 27日 ＡＯ入試
  放射線技術科授章式
 30日 放射線技術科２年臨床実習開始（～翌3月19日）

平成20年度　医療福祉教養講座日程（第33回～37回）
回 月日 曜 時間 演題 講師 所属・職名

33 4月4日 金 9：00－10：15 『良き医療人として』 近藤　栄達 ㈱サンキ
営業企画部コンサルティング課

34 5月12日 月 13：00－14：30 『和歌のこころ』 橋本　美香 本学一般教養准教授

35 6月23日 月 13：00－14：30 『福祉のこころ』 橋本　祥恵 本学介護福祉科主任・教授

36 12月12日 金 16：20－17：50 『院内感染と感染予防について』 千田美智子 本学看護科教授
川崎医科大学附属病院看護部長

2009年

37 1月9日 金 16：20－17：50 『乳がん診療の最新情報』 園尾　博司 川崎医科大学
外科学（乳腺甲状腺）教授


